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四日市市の自立支援プログラムの取組状況について  

三重県四日市市社会福祉事務所保護課  

課長補佐  武藤 寛美  
就労支援員 池田 隆   

1．四日市市の概要、保護動向、実施体制   

○概要（H20．19．1現在）   

（1）面積205．53kd（2）世帯125，963世帯（3）人口 313，403人  

○保護の状況と実施体制（H20．9．1現在）   

（1）被保護世帯2，018世帯（2）被保護人員2，902人（3）保護率9．3‰   
（4）世帯類型 （）内は全国平均  

高齢者世帯46．0％（45．0）母子世帯9．3％（8．5）傷病者世帯19．6％（24．4）  

障害者世帯17．3％（12．1）その他世帯7．8％（10．1）   

（5）実施体制  

SV3人 CW19人 面接員2人（1人はCW兼務） 就労支援員1人  

○保護の動向  

→・保護率は、全国平均と同様に、引き続き増加傾向にあるが、伸び率は鈍化している。  

・過去10年あまりの保護世帯数の増加に現業員数が追いつかず、慢性的な現業員不足の状  

態が継続している。  

平14．4  平15．4  平16．4  平17．4  平18．4  平19．4  

保護世帯数   1，444  1，580  1，724  1，808  1，874  1，956  

前年比   ＋168  ＋136  ＋144   ＋84   ー十66   ＋82  

保護率   7．2   7．9   8．5   8．5   8．8   9．1  

／／（全国）   9．4   10．1   10．9   1l．3   11．8   12．0  

2．高校生支援プログラムについて  

○導入の経緯   

平成18年に【‾中学3年生支援プログラム」と共にプログラム開始。   

（1）当該生徒が、生活保護から脱却するために、やはり高校は卒業しておいたほうが・一・。  
→ 就労支援プログラムを実施して、認識  

（2）毎年、高校生のアルバイトによる収入申告洩れが多数発生していた。  

→ 返還金発生の防止  

（3）前年より高校生への生業扶助が開始された。  

→ 扶助内容周知の徹底  

○支援についての問題点と対応   

（1）生徒の実態把握が十分行われていない。  

原因：訪問しても本人に会えないことが多い。  

父母を始め、周囲も生徒の状況を把握していない場合がある。  

→ ・生徒と面接して修学状況や生活状況を把握する必要性  

・最低、．各学期ごとに1度は面接を  

・夏休み、冬休み等も活用   



（2）就学継続において問題が発生した場合、具体的な支援方法はあるのか。   

→・CWが生徒と接することで、信頼関係を築くこと  

・生徒の状況を把握し、問題が発生したときに簡単な助言を行うだけでも‥   

（3）親に問題があるケースも多い。   

→・被保護者の抱える問題点を、良好な就学環境の維持（高校生に限らない）という視点  

からもとらえる必要があるのでは   

0プログラムの実際   

→ 支援シー トより（5ページ参照）  

0成果と課題  

3．就労支援プログラムについて   

0導入の経緯  

→ CWの不足を補う対策として   

平成16年度 面接員による就労支援開始   

平成17年度 8月就労支援員を雇用、プログラム開始  

0支援についての問題点と対応   

（1）参加者側の問題点  

参加者は就労意欲に乏しい、又は何らかの就労阻害要因を抱えている。  

→ 支援員の仕事は“就職へのケースワーク”  

・機械的に、就職情報を提供していたのでは成果があがらない。  
・就労意欲のない人には意欲を喚起。就労に自信のない人には励ましと、細々としたア  

ドバイス。  

（2）福祉事務所側の問題点  

就労支援は行わなくても、被保護者からの苦情は少ない。CWにとっては後回しになりが  
ちな仕事である。  
→ CWが積極的にプログラムを活用するために  

・実施におけるCWの負担を少なくした。  

①プログラム開始時の車続きの簡素化  

②プログラム実施上のCW事務の削減  

0プログラムを導入してみて  

（1）cwの就労指導への意識が強くなった。   

（2）支援員が異なった立場から接することで、参加者の就労能力や就労意欲がより正確に、把  
握できるようになった。   

（3）被保護者に関する再発見。  
→・被保護者はCWが思っているほど、生活保護制度を理解していない。  

・被保護者はCWの前で、よい子を演じている（場合が多い）。  

・傷病や障害以外にも、就労阻害要因は存在する。  
外見、やる気、個性   

（4）就労が決定しても辞める（辞めさせられる）人は多い。  
→・要保護状態になる人は、もともと生活基盤が脆弱  
・やはり、就労意欲の問題   



○プログラム参加者数と支援結果（延人数）  

平成17年度  平成18年度  平成1  9年度  

参加者  就労者  参加者  就労者  参加者  

合  計  

91人   32人  150人   98人  156人  
年 齢  参加者  就労率   

10歳代   5（％   68％   4人   1人   8人   8人   7人  

20歳代   8％   50％   5人   2人  12人   6人  13人  

30歳代   19％   56％）   21人   9人  31人   19人  25人  

40歳代  20％   63％   17人   6人  29人   22人  33人  

50歳代  26％，   59％   23人  10人  41人   24人  41人  

60歳代  22％   48％   21人   4人  29人   19人  37人  

○類型別参加者数  ○支援状況  

18年度  19年度  

人数  比率  人数  比率   

自J／二助長  1．2人  8％  17人  11％   

母子家庭  46人  31％  44人  28％   

若年者  】1人  7％  6人  4％   

高齢者  61人  41％  65人  42％   

傷病者   7人  5％  10人  7％   

障害者  】．3人  9％  13人  8％  

17年度  18年度  19年度   

来庁面談   
256件   367件  406件   

電話連絡   231件  657件  836件   

文書連絡   296件   168件  265件   

ハローワーク同行   141件  258件  281件   

ハローワーク訪問   149件  257件  365件   

ハローワーク電話   33件   61件   75件   

合  計   1，106件  1，768件  2，230件   

4．就労支援プログラムの実際・  

○就労支援具による就労支援の流れ → 次ページ参照  

0事例1より →18ページ参照  

0就労支援鼻が心がけていること   

（1）人間関係・信頼関係の構築  

・文書を送付する際も何か一言加える  

・参加者が他の用件で来庁した時も必ず声をかける  

（2）とにかく粘り強く親身になる  

・相談助言、指導（叱責）、褒める、激励  

（3）支援活動は間を置かない  

・同行訪問や来課面談をすっぽかされた場合、すぐ次の日時を約束  

・採否決定で不採用になれば激励の上、すぐに行動をおこさす  

→対象者の自主性に任せない  

・電話連絡取れない場合、文書にて来課指示  

（4）健康状態については聞かない  

（5）求職活動状況については随時、担当ケースワーカーに報告  
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1就労支援員による就労支援の流れ  

1ケースワーカーより口頭にて就労支援依頼  

2 来課指示（電話・文書）  

3 稼動能力等の把握  
（1）本人のファイル閲覧による能力の検証  

（2）「就労支援シート」（P18）作成  

4 面談実施  
（1）就労支援員の援助説明  

（2）面談による一般的な聴取事項  

（3）求職支援活動の流れ説明  

（4）求職申込書の記入に関する助言  

（5）履歴書の書き方に関する助言指導（P16）  

（6）採用面接に関する助言指導（PlO）  

（7）求人票・求人チラシ提供、助言指導  

5 ハローワーク同行  

（1）求職申込書の手続き  

（2）自動検索機による求人票抽出の指導  

（3）応募の手続き  

就労の開始   



高 校 生 支 援 シ ート（1年用）   

シート作成の目的 → 下記、生徒が3年間の高校就学を終了し、社会人として自立するための一山一助として、  

当該生徒の状況把握に努め、問題があれば、その都度アドバイスできるようにする。  

生徒名  世帯主  学校・学科  

通学方法  ・電車・バス ・自転車 ・その他（  
）   

○高校1年時の状況 ＜方法＞ ・面接・電話・その他（  ）  
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高 校 生 支 援 シ ート（3年用）   

シート作成の目的 －一斗 下記、生徒が3年間の高校就学を終了し、社会人として自立するための－ノーー助として、  

当該生徒の状況把握に努め、問題があれば、その都度アドバイスできるようにする。  

生徒名  世帯主  学校・学科  

通学方法  ・電卓 ・バス ・自転車 ・その他（  
）   

○高校3年時4月の状況  
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高校生支援プログラム実施要綱  

平成18年5月25日   

1．目 的   

高校生を世帯員にもつ家庭に対し、通学や就職等に関する支援を行い、当世帯の自立助長を   

目的とする。   

2．対象者  

高校生の子どもとその親   

3．支援実施方法  

（1）子どもが高校1年に進学後、早い時期（4～5月）に自宅訪問し（できれば子どもにも面  
接）、次のことを確認・指導する。   

①子どものアルバイト収入も収入認定の必要があるため、アルバイトをしたら、その収入を  

かならず申告すること。   

② 私立高校？通学している場合、就学資金の調達方法を確認。必要なら母子貸付等の申請  

方法を指導する。   

（2）自宅訪問時には、かならず子どもの通学状況等を確認し、何らかの問題があれば、その都  

度、学校等と連携して問題解決のための支援を行う。  

通学に要する費用については、以下の扶助を行う。  

①基本額 →（月）5，300円   

②学級費、生徒会費、PTA会費等 →（月）1，560円以内（納付の必要を確認して支給）  
③授業料 → 確認のうえ必要なら支給  

限度額（H18年度）全目 9，500円 定時2，500円  
④交通費 → 最′」、限度の実費（定期は原則6ケ月単位で購入）定期券の写しを提出させる  

通学用自転車を購入した場合、3万までの実費   

⑤教材費 → 購入リストを提出させ、下記の対象となるものを支給  
対 象：全生徒が購入する教科書、副読本的図書、ワーげック、和洋辞典  
対象外：実験材料、楽器、課内クラブ活動用具、スケッチブック、学習計画ノート   

（3）子どもが高校3年生になったら。   

①進級後、早い時期（4～5月）に進路を確認し、進学の場合は子どもに保護費は支給され  
ないことを確認する。  

②自宅訪問時、子どもの進路（就職なら就職先）を確認。  

③就職先が決定したら、次の確認・説明を行う。  

Ⅰ職場名、仕事の内容、通勤手段、収入額、自宅通勤かそれ以外か（入寮等）等  

Ⅲ 自宅通勤の場合、大まかな4月からの保護費を計算（新規就労控除、未成年者控除あり）  

し、説明する。廃止になる場合もある。  
Ⅲ 自宅から出る場合は、原則、世帯削除となる。  
Ⅳ自動車免許取得が雇用の条件となっている場合、必要なら雇用主の証明を提出させ、技  

能習得費支給可。  

Ⅴ就職のため直接必要とする洋服類や履物等を購入した場合、就職支度費（28，000円以  

内）として支給可。   

4．評価  

実施期間終了後は、対象者の実態把握を行い、目標を達成しているか評価する。   



就労支援員活用就労支援プログラム（自立助長重点）実施要綱  

平成18年5月25日   

1．目 的   

市内における被保護t杜楷のなかで、稼働能力の活用が求められるにも関わらず、長期間就職で   

きずにいる者の数が増加している。 こうした課題に対応し、能力活用を助長するため、就労支   
援Hを活用した就労支援プログラムを実施する。   

2．対象者  
プログラムの対象者は、次のどちらかに該当し、早急に就労又は転職を必要とする者。なお、   
対象者は就労・求職状況管理台帳へ登載する。   

（1）稼働能力がありながら就労していない者   

（2）稼働能力の活用が不十分で、転職等により収入増が望まれる者   

3．支援ケースの選定  

以Fの手順で支援ケースを選定する。   

（1）CWは、対象者の中から支援が必要と思われる者に対して、「就労支援制度」について  

説明。本人の同意が得られたら支援ケースに選定する。なお、理由もなく、支援を拒否す  

る場合は、文書による指示を検討する。   

（2）就労支援員へ口頭で支援を依頼するとともに、支援員の都合のよい日時に来庁するよう  

ケースに指示する。   

（こう）支援員は、CWから支援を依頼されたら、該当者の「就労支援シート」（様式1）をシ  

ステム内に作成する。  

4．支援の内容   

CWの業務   

（1）適宜、支援者の求職状況を把握し、支援員と連携して必要な就労指導を行う。   

（2）以下に該当する場合早ま、その時点で支援を打ち切る。  

①原則、2ケ月を経過しても就労できない場合  

②支援者に就労意欲がない等、成果が得られないと判断した場合  

（3傷病等、新たに就労阻害要因が生じた場合  

④就労を開始した場合   

（3）前項により支援を打ち切ったら、その後の処遇をSVや支援員と検討し、必要なら定例  

の就労支援ケース処遇検討会で処遇を検討する。  

就労支援員の業務   

（1）支援を希望するケースと面接し、希望する職種や就労時間帯等を聞き取りながらケース  

の状況や能力を把握するとともに、面接の受け方や履歴書の書き方等を指導する。   

（2）必要に応じ、支援ケースとハロー ワーク等へ同行し、求職活動の支援を行う。   

（3）関係機関（ハローワーク、障害者就業・生活支援センター等）と連携して求職情報の収  

集に努め、支援ケースへ電話や文書にて情報を提供する。   

（4）その他、支援ケースの就職について必要な助言・指導を行う。   

（5）上記の支援状況については、時系列でシステム内の「就労支援シート」に記載する。   

5．その他  

CWは、常時3ケース以上に、支援員による就労支援（プログラム内容は問わない）を行う   

こととする。  
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面接マニュアノ  

じゅうよう   

いよいよ面接です。どこの会社でも面接をします。それだけ重要なもの   

しんばい あいて  

きんちょうたが です。少し緊張するかもしれませんが、心配はいりません。お互いに相手   

きかい あいてがた  

のことをよく知ることができるよい機会と思ってください。相手方は、あな   

たん たについて短時間でたくさんのことを知ろうとします。あなたも知りたいこ   

しつもん  

とがあれば、きちんと質問しましょう。  

1．面接準備のチェックポイント  

について  

せいけつ  

まず、清潔であることが第一です。   

あいて  ふかい  いんしょう  き く ば  

相手に不快な印象を与えないよう、服装、身なりに気配りしましょう。  

②持ち物について  

しょうかいじょう ひっきようぐ   

紹介状 履歴書 印鑑 筆記用具 面接先の地図  

③豊里辿  

れんらくさき してい   

面接場所、連絡先はわかっていますか。指定された時間のだいたい10   

ていどよゆう じぜん  

分前ぐらいに着く程度の余裕が必要です。道順及び時間を事前にチェック   

れんらく  

しておきましょう。もし、遅れてしまいそうな時は早めに電話連絡をして  

「何時何分までに行けます。」とハツキリと言いましょう。  

2．面接のチェックポイント  

①相手の顔を見て話そケ  

さいようたんとうしゃ   

ほとんどの採用担当者は、一番初めに目を見ると言っています。ですから  
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あいてがた  

面接場所に入ってもキョロキョロしたり、相手方と目が合ってもそらしたり   

しないよう心がけましょう。  

②受け答えはハツキリ．と  

しつもん くちょうかんたん   

相手の質問に対しては、ハツキ リとした口調で簡単に答えましょう。   

③ 自分を売り込もう  

じゆうよう いよく   

ひようかぜひ  面接は相手を評価する重要なものです。「是非働きたい」という意欲が相   
すべ こくふく  

手に伝わることが全てであり、多少のハンディもやる気で克服できるもので   

ひつよう  

ひようかじこ す。自分のことを高く評価してもらうためには、自己アピールも必要です。   

せっきょくてきしせいたいど り小い  

この会社に入りたいという積極的な姿勢を態度やことばで理解してもらえ   

るよう心がけましょう。  

での慶忍と慶彦の炭拶／  

受付での  

しょうかい  

はっきりと大きな声で『ハローワークからの紹介で面接にまいりました○   

あいさつ  

○です』と、挨拶をする。  

最初の挨拶  

へ や   あんない  たんとう しや  せき  いそが  

1．部屋へ案内されて、面接の担当者が見えたら席から立って『お忙しい   

あいさっ  

ところよろしくおねがいします』と、挨拶をする。   

たんとうしゃ しょうかいじょう  

2．面接の担当者に『ハローワークの紹介状と履歴書です』といって渡す。  

最後の挨拶   

たいへん  

1．『大変お忙しい時間に面接いただきありがとうございました』   

しつれい あいさつ  

2．『失礼します』と、挨拶をする。  
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とが多い曹脚L  

しつもん  

面接では次のような質問を受けることが多いようです。   

しつもんかんが    答えにとまどう質問もあると思いますので、あらかじめ答えを考えてお  

くようにしましょう。   

ちゆうたい  

1『なぜ高校に行かなかったのですか？』『なぜ高校を中岬か？』   

がくれきもと   

げんばかなら  ★ 現場の仕事などでは、必ずしも高卒の学歴を求めていません。   

けっか 
いしえらった   自分の意志でしっかり選んだ結果であることを伝えるのが良いでしょう。  

しやかい おも  

くろう 母も苦労していますので、自分の力を社会でためしてみようと思いました  

あ  

2 『前の仕事から00ヶ月空いていますが、この間は何をしていましたか？』   

さいよう しゆうろう けいぞく   

★ 採用する方は数ヶ月就労をしていないと、継続して仕事ができるかどう   

たししつもん  か確かめるため質問します。  

いくじ  

あ 子どもが小さく保育園も空いていなかったので、■家で育児をしていました  

ぴょうきりょうよう りゆう たいりょくてきはたら かきしつもん  

★ 病気療養などが理由の場合には、体力的に働けるかなど下記の質問に  

つながります。   

けんこうじょうたいだいじょうぶ  

3 『健康状態は大丈夫ですか？』   

たいりよく じゅうょう  

★ 働く体力があるかは、重要なポイントです。   

かいふく きょうちょう  

病気が回復したこと、ヤル気があることを強調するのがよいでしょう。  

しんだん  

だいじょうぶ 医者からも働いて大丈夫だと診断してもらいました  

やすがんば 今まで休んでいたぶんも頑張ろうと思います  

つういんひつよう  

4  

つういん めいわく  

★ 通院で仕事に迷惑がかからないか聞かれることがあります。  
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つういん きんむじかんがいつういん  

★ 通院をしなが はたら  ら働いている人は、たくさんいます。勤務時間外に通院   

りんとう   

Fきるか  出来る病院に変わることなど検討して見ましょう  

今は2週間に1回薬をもらいに行っています。休みの日に行くつもりです  

5 『お子さんが小さいようですが、病気の時など見てくれる方がいますか？  

ばあいかぜ しゆうろう  

★ 小さな子どもがいる場合、風邪などで休みがちのため、就労にハンディ   

しょくばめいわく   

キャップとなっているようです。なるべく職場に迷惑をかけないようにす   

った   

ることを伝え、それをカバーするヤル気を見せると良いでしょう。  

だんちす  

す 近くに住んでいる母や、同じ団地に住んでいる方が、子どもをかわい  

あず がってくこれていますので、何かの時に預かってもらえます  

ねがお がんば げんき  

子どもの寝顔を見ると、頑張って働こうという元気がわいてきます  

ざんぎょうきゅうじつしゆつきん だいじょうぶ  

残業や休日出勤かありますが、大丈夫ですか  

せいげん  さいよう   ゆ う り  り よ う  

★ もちろん制限の少ない方が、採用に有利ですが、保育園の利用時間など   

せいげん せつめい   

やむをえない制限があるときには、ちやんと説明しておきます。  

だいじょうぶ  

育園が○暗から○暗までなので、○時ぐらいまでなら大丈夫です  

や 7 ＿且並の会社を辞めたのはどうしてですか』   

たいじんかんけいもんだい  

★ 対人関係に問題がある人ではないか、うまくやっていける人かをたし   

よえし上くぼわるくち   

かめるために聞かれます。このため、前の職場の悪口はダメです。   

まえむ りゆう てんしよくかんが きょうちょう  

★ 前向きの理由で、転職を考えたことを強調してください。  

いかつ  しゆうにゆう  

生活するには収入が低かったからです。もっと働きたいと思いました  

ちょくせつせっ  

人が好きなので、お客さんと直接に接する仕事につきたいと思いました  

つかあ 体を使う仕事の方が自分に合っていると思ったからです  
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えら 8 『どうしてこの会社を選んだのですか』   

しつもん   

★ よく聞かれる質問です。  

けいぴがいしゃ  かず  えら  

スーパーや警備会社など、数あるなかでどうして選んだかを、正直に答   

まえむ  

えてよいでしょう。（あくまで前向きに）  

べんり 家から近く、保育園の送り迎えに便利だからです  

きゆうりょうおも 給料が高く、働きがいがあると思ったからです  

てんいん かん 

りようきもはたら このスーパーを利用していますが、店員さんの感じが良く、気持ち良く働  
けそうだからです  

しゃかいほけん あんしん  

社会保険があり、安心して働ける会社だと思ったからです  

× 【いけない例】  

らく  

勤務が週3日で、楽そうだからです  

けいけん  

9 『この仕事の経験はありますか』  

けいけんしゃ  ゆ う り  かんけい  

★ もちろん経験者は有利になります。少しでも関係のある仕事についたこ   

せいかくてき 

みけいけんむ  とがあればアピールを。未経験でも、性格的に向いている、ヤル気がある   

ぜんめんお  ことなどを前面に押し出しましょう。  

いっしょうけんめい  

おし 初めてですが、みなさんに教えてもらいながら、一生懸命やります、一目  

ながんば も早く慣れるよう頑張ります  

はじ 00は初めてですが、前の会社で△△をやったことがありますから、その  

けいけんい 経験が生かせると思います  

こんかい 
まじめほう  

む ツコツとやる仕事に向いていると思います  
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やれますか  10 Fにの仕事は00などがあり、きびしい所もありますが、   

＼、， ★ どの仕事にも厳しさはあります。   

がんば  

答えはひとつ「頑張ります」です。  

よ う う  うたが  

ここで少しでもとまどう様子があれば、ヤル気を疑われます。  

かくご  

きび 事ですから、厳しいこともあることは、覚悟しています  

いっしょうけんめい  

ぷん 小さい子どももいますから、子どもの分まで一生懸命働くつもりです、  

Lんほう そのためにはたいがいのことは、辛抱できると思います  

たきかんおしいただ 病気その他で休んでいた期間もありましたが、みなさんに教えて頂いて早  

なとかえがんば く慣れて今までの分も痕り返すつもりで頑張ります。  
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履歴書の書き方  

ポイント！～履歴書の大切さ～  
りれきしよたんがくれきしよくれききにゆう はったいめんあいて  
もの         ＊履歴書は単に学歴・職歴を記入する物ではありません。初対面の相手にあなたのことを  

たいせつ  し▲るい  ていねい ．せいかく  
し ごと    しせい   と          こころえ          アピールする大切な書類です。丁寧さ、正確さ、仕事への姿勢が問われてると心得ましょう。  
きにゆう   ないよう  めんせつ じ  ぎいり上う  
おぼ         ＊記入した内容は面接時の材料になるので、覚えておきましょう。  
きけいけんじぶん ひとあ おも りれきし上つく  

＊やる気・経験・自分をアピールし「ぜひ、この人に会ってみたい」と思うような履歴書を作りましょう。。  

黒のボールペンまたは万年筆でていねいに記入しましょう。  
間違えたら書き直しましょう。  

付 禁、′、蘭l   

学歴・職歴（各別にまとめて書く）  

◆学 歴  
小■中学校は卒業年度だけで良い。  
高校からは入学・卒業年度ごとに記入  
し高校以上は学部学科名を記入。   

（学歴と職歴の間は行をあけない）  

◆職 歴  
入社年月一退社年月を古い順  
に記入。アル／くイトやパートも  

3ケ月以上の場合は記入。  
社名は㈱と略さず「株式会社」  
と正式名称で記入。在職中なら  
「00勤務、現在に至る」と  
記入。  

（職歴の最後に改めて以上を書く）  
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◆免許・資格  
取得した順に正式名称で記入。  
現在、「通学中」「勉強中」の場合は  
「取得予定」または「見込み」と記入  
資格がない場合は「なし」と記入。   

学歴・職歴（各別にまとめて書く）  

◆志望動機  
この仕事及び職場を選んだ理由を記  
入。今までの仕事内容をくわしく書く。過  
去に似たようなアルバイト経験があれ  
ば短期のものでもアピールする。今まで  
と違う仕事ならチャレンジしたい前向き  

な思いを記入。  

－  ＿＿   
志望動機・特技・趣味⊂⊃  

問  分  

扶養家族数（配偶者を除く）  

◆通勤時間  
交通手段や方法を事前に調べて  
わかる範囲で記入。  

配偶者  

有・無  

配偶者の扶養義務  

有・無  
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＜就 労 支 援 シ ー  ト＞選定日 平成20年4月18日  事例1（傷病者）  

支援員による支援・指導状況  

目 付  

20．04．18  9：50－10：10 一来課－（母）同席。  

【00CWより求職活動に当たって指導】  

10：10－10：25 一来課面談実施《（母）同席》。  

1．生活状況及び健康は。  

（主）：別段問題ないが、糖尿病（インシュリン3回／目投与）。  

【来課面談実施、下記の支援活動を実施した】  

1．（主）の能力活動に沿って求職活動の指示。  

2．求職申込書の記入について指導（次回持参の指示）‥‥18／8／24登録済み。  

3．履歴書の書き方のマニュアル提供（下書き履歴書次回持参の指示）。  

4．面接の受け方のマニュアル提供。  

5．4／2315：00 来課、ハローワーク（同行）にて、求職活動の指示。  

20．04．23  14：25－15：20 －来課－（母）同席。  

【下記の支援活動を実施した】  

1．求職申込書のチェック、助言・指導による作成。  

2．下書き履歴書のチェック、見本作成。  

3．清掃関連の求人票（数社）提供、助言。   

20．04．23  13：50－17：30（母）同席。  

【ハロー ワーク（同行）、下記内容の支援・求職活動を実施した】  

1．求人求職申込書提出、「受付票」受理。  

2．清掃、軽作業関連の求人票（数社）提供、助言 →（主）：体のことから近くで軽い仕事があれ  

ば良いが。  

（援）：何の仕事がしたいか。  

（主）：スーパーでの商品の仕分け。  

3．4／3011：00 ハローワーク（同行）にて、求職活動の指示。  



支援員による支援・指導状況  

［一付  

20．04．30  10：25－11：35  

【ハロー ワーク（同行）、下記内容の支援・求職活動を実施した】  

1．00統括官、（援）より求人票（数社）提供、助言・指導。  

2．（主）受け答えに時間がかかり、対応に時間を要したがF記応募。  

（食品のく製麺〉の製造補助・9：00～13：00・850～930／時・3日程度／週）  

面接日時：5／110：00  

3．履歴書のチェック→修正個所なし。  

4．面接に当たって挨拶及び受け応えをはっきり述べるよう指示。  

20．05．01  電話劇  

（援）：面接お疲れ様でした、無事終わりましたか。  

（主）：はい。  

（援）、：作業現場行かれましたか。  

（主）：忙1」いとの事で行っていません。  

（援）：結果については。  

（主）：今週末までに連絡するとの事。  

（援）：連絡有れば報告下さい。  

20．05．02  一電話【く母宛〉  

（援）：○（⊃さん（主）】の面接、連絡ありましたか。  

（母）：ダメでした。  

（援）：次の求職活動日について00さん－（主）¶に連絡入れます。  

20．05．07  5／1315＝00 ハローワーク（同行）にて求職活動の指示文書送付。   

20．05．07  ー電話一  

（主）：電話ありましたが。  

（援）：面接残念でしたね。  

（主）：電話でありました。  

（援）：本日活動指示文書送付。  

20．05．13  14：50－15：35  

【ハロー ワーク（同行）、下記内容の支援・求職活動を実施した】  

（援）‥ 面接後、現場に行きましたか。  

（主）：行かなかった。  

1．（援）より求人票（数社）提供、助言 →（主）志望先の意思表示せず。   
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支援員による支援・指導状況  

目 付  

2．機械操作に興味あり又、通勤の便から見て下記軽作業応募するよう助言・指導。  

①（貼り箱の機械振作、梱包・9：00～17：15・750／時・4～5日程度週）  

面接日時：5／1414：00  

（新規機械導入考えており現就労者年配多く慣れれば若年にフル時間帯でお願いしたいとの事）  

3．面接に当たって下記事項の支援。  

（力履歴書のチェック及び志望動機欄の記述内容を作成。  

②受付での挨拶、相手の顔を見てハツキ リ話し、就労意欲を出すよう指示。  

③提供済みの面接マニュアルを読み返すよう指示。  

20．05．15  一電話－  

（援）：面接お疲れ様でした、如何でしたか。  

（主）：来週月曜日から行くことになりました。  

（援）：それはおめでとうございます、時間についてお願いした16時迄ですかこ  

（主）：17時15分です。  

（援）：現場見て仕事の方は大丈夫ですか。  

（主）‥できます。  

（援）：無理せず気を付けて行って下さい。  

（採用決定）  

晩労先条件下記の通りl  

1．勤務先ニ00印刷工業㈱  

2．業務内容：貼り箱の機械換作、梱包  

3，勤務時間：9：00～17：15 4日程度／週  

4．給  与：750円／時 毎月20日締、毎月28日支払  

5．採用 日：5／19日付  

☆就労決定により支援・指導の終了  

係 長  担 当  係  

00  00  池田  

20．06．30  【退職の為、00CWより支援依梼】  

20．07．01  一電話－  

（援）‥7／215：00 ハローワーク（同行）にて求職活動の指示。  

20．07．02  14：50－15：35 【ハロー ワーク（同行）、下記内容の支援・求職活動を実施した】  

1．前職は如何でしたか。  

（主）：仕事は楽しく最初は2人途中から一人作業。   

、
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支援員による支援・指導状況  

L】付  

2∴退職について  

（主）：誰か分からないがユーザー先から箱の中に虫が入っていたこと、及び一ケ月の試用  

期間後退職（5／21～6／20）  

3．ハローーワークより求人票（1杜）、（援）より求人票（2社）提供、助言。  

（主）：2社持ち帰って相談する。  

4．7／715：00 志望先求人票持参の上、ハローワーク（同行）にて求職活動の指示。  

20．07．07  14：45－14：55【ハローワーク（同行）、下記内容の支援・求職活動を実施した】  

（主）‥持ち帰った2封二志望しない。  

（援）：理由は。  

（主）：‥‥スーパーは休日出勤あり、ピッキングは自己注射の時間がとれない。  

（援）：12時スタートを12時30分変更による応募、00統括官に依頼→応募可能。  

（援）：金曜日休仁】であり通院支障でない。  

①（食品のピッキング・9：00～17：10（水、土）12：30～16：00（月、木）・750～900／時・4日程度／週）  

面接目時：7侶：11：00  

20．07．08  一電話－  

（援）：面接お疲れ様でした、如何でしたか。  

（主）：7ノ／14から仕事をしてみてくださいとのことでした。  

（援）：時間は。  

（主）：12時30分からです。  

（援）：面接での時間は。  

（主）：20分位でした。  

（援）：作業現場見ましたか。  

（主）：外から見ました。  

（援）：暑くなる折7／14から頑張って下さい。  

（採用決定）  

就労先条件下記の通りⅠ  

1．勤務先：00商事㈱ 00営業所  

2．業務内容：スーパー00本社内での食品のピッキング  

3．勤務時間：9：00～17：00・12：30～16：00 4日／週  

4．給 与：750～900円／時 毎月末日締、毎月15日支払  
5．採用 日：7／14目付  

匝就労決定により支援・指導の終了  

係 長 担 当  係  

00  00  池田  
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＜就 労 支 援 シ ー  ト＞選定日 平成19年7月11日  事例2（若年者）  

支援員による支援・指導状況  

日 付  

19．07．11  15：30′、16：05  

来課面談実施。  

（援）：就労支援担当 池田と申します 宜しく。  

（主）：一礼、宜しくお願いします。  

（援）：氏名・生年月日・住所を言ってください。  

（主）：はっきりした声で述べる。  

（援）‥ 学生生活は。  

（主）：00学園（昼間定時制）6月から休学中。  

（援）：00学園はT市にあるのですか。  

（主）：はい。  

（援）：自宅では何をしているのですか。  

（主）：テレビ、携帯。  

（援）：起床は何時頃ですか。  

（主）：7時頃、遅いときは夕方。  

（援）：これからは起床早く働くことを考えて生活リズムを変えるよう指示。  

（援）：（母）を見習って少しでも手助けをするよう助言。  

【来課面談実施、下記事項の支援活動を実施した】  

1．求職活動の流れについて説明。  

2．職種等の要望は。  

（主）：裏方で人前には出ない仕事がよい。  

（援）：第一印象さわやかで、言葉使い、礼儀正しく良い印象持った。  

今後は裏方ではなく少しずつ前に出て何事にも遠慮せず行動起こすよう助言。  

3．焦らず仕事内蓉等よく考えて求職活動するよう助言。  

4．何事にも遠慮せず、就労以外のことでも聞くよう助言。  

5．求職申込書の記入について助言・指導（次回持参の指示）。   
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支援員による支援・指導状況  

日 付  

6．履歴書の書き方について助言。指導（鉛筆書きにて次回持参の指示）。  

7．参考として求人票（数社）提示、見方の説明。  

8．7／1815：00 来課指示。  

19．07．18  14：50／～15：10  

ー来課－  

【下記事項の支援活動を実施した】  

1．求職申込書及び履歴書のチェック、再指導。  

2．履歴書の志望動機、要望事項についての書き方の助言・指導。  

3．求人票提供、助言により4点志望順位つけるよう指示。  

4．上記の件、ハローワーク（同行）にて活動する旨の説明。  

15：25－16：10  

【ハローワーク（同行）、下記事項の支援・求職活動を実施した】  

1．休学中であり一般就労でなく情報企画部門／00統括官・00相談員との面談。  

2．上記より1番目の志望先、応募可能か問合せの依頼 → 由i接OK。  

3．ハロ－ワークより00地区で以前若年者を採用した経緯の話があり、志望の裏方業務で  

又、自宅近くという事であり応募可能か問合せの依頼 → 面接OK。  

4．下記面接事項。  

①（中華レストランの清掃、宴会の後片付け他・17：00～21：00・800／時・5日程度／週）  

面接日時：7／2315：00  

②（機械でのネット製造・時間、給与、日数に付いては面談の上）  

面接目時：7／2414：00  

5．選考面接先の近くまで同行する旨の助言。  

6．選考面接の受け方についての説明のため、明日15時来課の指示。  

19．07．19  15：00′、15：45  

来課面談実施。  

（援）：2件の面接について（母）から何か言われましたか．  

（主）：中華レストランについて3日程度／週にするよう云われた。  

【来課面談実施、下記事項の支援・求職活動を実施した】  

1．面接の際、ハローワーク紹介状及び履歴書、筆記用具持参の指示。  

2．面接の受け方についてマニュアル提示、説明のうえ提供。  

3．7／2314：30 来課後、選考面接先近くまで同行支援の指示。  

4．7／2413：45 00駅、選考面接先近くまで同行支援の指示。  
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支援員による支援・指導状況  

日 付  

19．07．23  14：30～14：35  

一来課－  

【下記事項の支援・求職活動を実施した】  

1．本日の面接に向けて書類チェック。  

14：35w14：45  

2．選考面接先近くまで同行。  

（援）：面接の際に就労日は明日の面接を考慮して25～26日にするよう助言。  

14：50－15：05  

〈ハローワークにて待機〉  

面談実施。  

（援）：お疲れ様でした、採否について何か言われましたか。  

（主）：目数について要望どおり3日間、問題なく26日からの就労で了解を得た。  

19．07．24  13：45～14：15 【下記事項の支援・求職活動を実施した】  

1．選考面接先近くまで同行。  

（援）：面接の際に採用決定の話があれば、就労目については親と相談のうえ連絡すると  

述べるよう助言指導。  

14：15－15：00  

く00駅にて待機〉  

面談実施。  

（援）：お疲れ様でした、内容は。  

（主）：何故働きたいのか及び工場内案内。  

結果については3日復位に連絡するとの事。  

（援）：二件ともOKの時はどちらにしますか。  

（主）：昨日の中華レストランにします。  

（援）：今日の面接について連絡の際は、都合によりお断りしたいと答えるよう指示。  

〈00駅にて〉  

【就労にあたって簡単に下記内容の助言・指導を実施した】  

1．仕事が始まる15分前に会社に着いて仕事の準備をする。  

2．会社に行った時、帰る時は皆さんに元気にアイサツをする。  

3．仕事のことでわからないときは必ず聞いてからすること。  

4．都合により仕事を休む場合は必ず電話をして休むこと。  

5．試用期間は出来るだけ休まず、元気に明るく積極的に動いてください。  

6．何事にも遠慮せず皆さんと話をして、仕事場の雰囲気に慣れてください。  

7．仕事をして仕事先に奉仕して、お金を頂くという考えを持ってください。   
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支援員による支援・指導状況  

目 付  

19．07．26  くハローーワーークにて〉  

1．情報企画部門／00統括官・00相談員に選考面接の経緯及びお礼の挨拶。  

2．00相談員：機械でのネット製造の面接結果はダメとの事。  

（採用決定）  

陳労先条件下記の通り  

1．勤・務先：00観光㈱  

2．業務内容：館内の清掃、宴会の片付け及び準備等  

3．勤務時間：17：00～21：00 3「り週  

4．給   与：800円／時 毎月20日締、毎月25日支払  

（試用期間2ケ月後、通勤費支給）  

5．採用 日：7／26目付  

匝就労決定により支援・指導の終了l  

係 長 担 当 係  

00  00  池田  

＜（⊃OCⅥrより＞  

★真面目に就労していたが志望でない接客業務を任され退職、支援の依頼。   

19．08．09  8／1413：30 来課指示文書送付。  

19．08．14  13：35～13：55  

来課面談実施。  

1．前職の件。  

（援）：00CWより志望していない仕事に変わって辞めたとの報告を受けました、  

紹介してすみませんでした。  

（援）：何回勤めましたか。  

（主）‥ たしか4回と思います。  

（援）：今回の件、良いところをこれからに活かしてください。  

【来課面談実施、下記事項の支援活動を実施した】  

1．就労時間は10時前後スタート、夕方終わる事で生活リズムを変えて行くよう指示。  

2．求人票（数社）提供、助言。  

（次回活動の際、志望順位をつけて持参の指示）  

3．8／2114：00 ハローワーク（同行）にて、求職活動の指示。  

19．08．15  ハローワーク／00相談員より求人票（2社）提供され送付する。  
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支援員による支援・指導状況  

日 付  

19．08．21  14：05－14：45  

【ハローワーク（同行）、下記事項の支援・求職活動を実施した】  

1．提供分の求人票より通勤、就労時間のスタート及び仕事内容から2社応募依頼。  

2．00相談員より年齢、休学中のうえ面接可能か電話するも2社とも連絡取れず明日応募  

依頼する。  

19．08．22  ＜ハローワーク／00相談員より＞  

2社面接できないとの事。  

19．08．23  ー電話－  

（援）：先日の求人先の面接依頼はだめでした。  

8／2715：00 ハローワーク（同行）にて求職活動の指示。  

19．08．24  ー電訝  

（援）：求人票（数社）送付、検討のうえ持参するよう指示。  

19．08．27  14：55－15：20  

【ハロー ワーク（同行）、下記事項の支援・求職活動を実施した】  

1．提供求人票についてハローワーク／00統括官、00相談員、（援）より助言。  

2．提供分の求人票より年齢、仕事内容から下記求人志望、00相談員より応募依頼。  

（陶器製人形へ水性絵具の塗装・10：00～16：00・800／時・3日程度／週）  

面接日時：8／30 10：00  

3．面接についての助言。  

4．00駅9：40待ち合わせ面接先まで案内する旨の支援。  

19．08．30   【下記事項の支援・求職活動を実施した】  

9：35′、9：45  

1．選考面接先近くまで同行。  

（援）：面接にあたって再度助言・指導。  

9：45－10：30  

く駅にて待機〉  

（援）：面接お疲れ様でした、如何でしたか。  

（主）：来月3日からに決まりました（採否は即決）。  

（援）：会社案内はどうでしたか。  

（主）：仕事内容説明されて二回やらしてもらいました、難しかったです。   

r
一
 
 
 



支援員による支援・指導状況  

［】付  

（援）＝ 誰でヰ）最初から上手出来ません、少しずつ慣れて頑張って下さい。  

（採用決定）  

就労先条件下記の通り  

1．勤務先：00陶器㈱  

2．業務内容：陶器製人形へ水性絵具の塗装作業  

3．勤務時間：10：00～16：00 3日／週  

4＿ 給   与： 800円／時 毎月20日締、毎月末日支払  

5．採用【J：9／3日付  

☆就労決定により支援・指導の終了 

係 長 担 当  係  

00  00  池田  

以上   

19．09．06  ＜00CWより＞  

★面接では3口／週で了解されたが、初日就労の際に5日／過勤務するよう話があり3日連続  

働いた。今後の就労について自信なく（母）との相談の結果、辞める事になり再支援の依頼。  

19．10．04  13：40～1：i：55  

来課面談実施。  

1．前職の就労内容について  

（主）：就労は9／3～9／18、10～16時／目、月・火・水／週。  

（援）・：就労先では毎日働いて欲しい話があったように聞いているが。  

（主）：20日頃まで様子を見て決めたいとの事であったが、その前に辞めた。  

（援）：辞める手続きはどうしましたか。  

（主）：社長に電話を（れました。  

（援）：仕事及び同僚はどうでしたか。  

（主）：皆さんよくしてくれました。  

2．今後について  

（援）：2回就労経験により人との交わりも経験され以前よりもいい方向で変わったように  

見えます。  

まだまだこれからですが、少しは社会生活に慣れましたか。  

（主）：少し‥  

（援）：今後も引続き仕事を続けるのであれば職種、定刻時間内の就労等の見方を変えて  

一歩ずつ前進するよう助言・指導。  

係 長 担 当  係  

00  00  池田  
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直垂桓二重画＜就 労 支 援 シ ー ト＞選定目室盛柑年12月25日  

支援員による支援・指導状況  

目 付  

18．12．25  10．00－10．30  

来課面談実施。  

1．生活状況は。  

（主）：自宅でテレビ、読書。  

2．最寄りの駅までの経路は。  

（主）：徒歩5～10分で00駅  

3．いつ頃四日市市へ。  

（主）：30才の時。  

4．通院は。  

（主）：1回／月、今月28日。  

5．働く事についてDrは。  

（主）：ゆっくり探すよう言われた。  

6．求職での条件は。  

（主）：パートでなく一般、軽い仕事。  

【面談実施後、下記事項の支援活動を実施した】  

1．精神手l帳（3級）の提示依頼、期限（18／11．30）切れ更新せず更新中諸手続き説明。  

2．精神手帳保持のうえ焦らず体調見ながら（主）にあう職種及び就労の為に支援。  

3．就労にあたって求職活動の流れについて説明。  

4．求人申込書、履歴書の書き方について指導。  

5．面接マニュアル提供、面接日決定時説明。  

6．1／1010：00 来課、ハローワーク（同行）にて求職活動の指示。  

（求人申込書及び履歴書（手書き）持参の指示）  

7．求人票（数社）提供、助言・指導。  

19．01．10  10．10－10．30  

来課面談実施。   
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支援員による支援・指導状況  

【1 付  

（援）：年末年始の生活は。  

（主）：あまり外出せず自宅でテレビ。  

（援）‥ 体調は。  

（主）：別段何も悪い所はない。  

【面談実施後、下記事項の求職・支援活仙を実施した】  

1．精神手帳更新のため、障害福祉課同行のうえ書類手続き完了。  

2．求人申込書及び履歴書のチェック・助言。  

10：45－11：30  

【ハロー ワーク（同行）、下記内容の支援・求職活動を実施した】  

1．00身障担当相談員と3者面談。  

2．主治医の意見書提出の指示。（主）：明日、病院に依頼する。  

3．障害者用及び一般求人票の閲覧。  

4．主治医の意見書持参後、求職活動の助言。  

19．01．11  ー電話－  

（援）：主治医意見書は何時頃出来るのか。  

（主）：10日前後に送付される。  

（援）：届いたら連絡の上、ハローワーク（同行）にて求職活動の指示。  

係 長 担 当  係  

00  00  池田  

19．01．22  電話－  

（主）：病院より書類届いた。  

（援）：1／2413：00 来課、ハローワーク（同行）にて求職活動の指示。  

19．01．24  10．10－10．30  

来課面談実施。  

（主）：主治医の意見書持参。（コピー00CW保管）  

（援）：風邪等体調は。  

（主）：風邪は大丈夫、自宅でテレビ。  

（援）：働く為に自転車、散歩にて身体を徐々に鍛えるよう助言。  

10：40－11：50  

【ハロー ワーク（同行）、下記内容の支援・求職活動を実施した】  

1．00身障担当相談員と3者面談。  

2．00身障担当相談員に主治医の意見書提出。  

3．障害者求職申込登録菩提出、「受付票」受理。   
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支援員による支援・指導状況  

日 付  

4．意見書の記述より段階的に徐々に慣れて無理せず就労の助言（5時間／日、4～5／週）。  

5．一般の求人票より求人票（数社）提供。  

6．上記求人票より応募候補先を順番つけて持参するよう指示。  

7．1／2913＝00 ハローワーク（同行）にて求職活動の指示。  

19．01．29  13：30－14：00  

【ハロー ワーク（同行）、下記内容の支援・求職活動を実施した】  

1．00身障担当相談員と相談のうえ求人票（3社）提供、助言。  

2．上記求人票より下記志望、00相談員に応募依頬。  

（倉庫内での商品の検品作業・12‥00－17：00・710～1，110／時・4日程度／週  

面接日時 2／4 時間については（主）に連絡とのこと  

19．01．31  ★ハローワーク／00身障担当相談員より  

応募求人先より今回の件について、企業より身障者の指導にはこれ以上負担を掛けられ  

ないので今回はお断りしたい連絡があった。  

（援）：2／113：00以降に訪問する予定、引き続いて支援お願いしたい。  

19．01．31  一電話－  

（主）：面接の断わりがあった。  

（援）：2／113：30 ハローワークにて求職活動の指示。  

係 長 担 当  係  

00  00  池田  

19．02．01  13：30－14：00  

【ハロー ワーク（同行）、下記事項の支援・求職活動を実施した】  

1．00身障担当相談員と相談のうえ求人票（数社）提供、助言。  

2．上記求人票より下記志望、00相談員に応募依頼。  

（宅急便荷物の仕分け作業・9：00－17：00の4～5時間程度・700／時・5日程度／週  

面接日時 2／510：00  

3．面接先の場所までの電車時間等、前もって調べて準備するよう助言。  

4．面接のときは、休日出勤に関して問題ないこと強調するよう助言。  

5．面接結果について連絡の報告。  

19．02．06  一電話－  

（援）：面接の感触は又、結果は何時頃連絡がありますか。  

（主）：いい雰囲気で大丈夫だと思います、明日連絡があります。  



支援員による支援・指導状況  

目 付  

19．02．07  電話  

（援）：連絡はありましたか。  

（主）：細部についての打合せの為に11日来るよう連絡があった。  

（援）：採用おめでとうございます、休み明けに電話入れます。  

ハロー ワークより更新手帳のコピーを頂きたいとの事。  

19．02．13  ー電話－  

（援）：11口の打合せ内容は。  

（主）：2／12から働いています。  

（援）：おめでとうございます、皆さんに教えて頂いて無理をせずマイペースで行くよう助言。  

（採用決定）  

観労先条件（概略）下記の通りl  

1．勤務先：00運輸㈱00支店  

2．業務内容：宅急荷物便の仕分け作業等  

3．勤務時間：9：00～13：30 5日程度／週  

4．給  与：700／時 支給条件：15日締 25日払  

5．採用 日：2／12目付  

匝就労決定により支援・指導の終了l  

係 長 担 当  係  

00  00  池田  

以上   

19．02．20  ー電話－  

（援）‥ 仕事順調ですか。  

（主）：順調に行っています、今は2週間の見習い期間です。  

（援）：（主）真面目であり、大丈夫。無理しないで下さい。  
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平成20年10月15日（水）  

平成20年度 第76回市町村セミナー  

「自立支援」の効果的な進め方について  

～ストレングス視点でのとらえ直しを通じて実践力を高めるために～  

国立保健医療科学院福祉サービス部  研究員 森川美絵  

厚生労働省社会・援護局保護課 自立支援係長 安西慶高  

はじめに  

生活保護法第1実には、生活保護制度の目的として、①最低生活を保障すること、②自  

立を助長することの2点が言匿われています。   

「最低生活を保障すること」と「自立を助長すること」を比べると、とか＜「最低生活  

を保障すること」に重きを置いて日常業務に当たってしまう場面が多いかと思いますが、  

平成16年12月の生活保護制度の在り方に関する専門委員会報告書等を受けて、「自立を  

助長すること」にも積極的に光が当たるようになりました。   

「自立支援」というと、これまでの生活保護業務の中に何か新しい概扇が取り込まれた  

ような印象がありますが、その基となる生活保護制度の目的＝「自立を助長すること」と  

いう枠組みは、昭和25年の生活保護法制定当時からのものであり、その枠組みの中で、  

諸先輩や皆さんは生活保護業務を行ってきました。   

皆さんのこうした取組は、地域で暮らす方々の安定した生活を守るものであり、き自治  

体の幅広い行政の一つとして、必要不可欠なものとなっていると考えております。   

本日は、短い時間ですが、「自立を助長すること」という生活保護制度の目的を果たす役  

割を担うケースワーカーやスー／トーパイザーの皆さんの日常業務に少しでも役立つよう、  

その中でも自立支援という観点から生活保護業務を行う上でのらよつとしたコツやヒント  

を共に学んで行きたいと思います。   

また、う日これから行う演習を、職場へ持って帰っていただき、職場のお仲間と分から  

合ってもらえれば、なお幸いです。   

それでは、どうぞよろしくお願いいたします。   



1．ねらい  

1）自立支援の考え方と流れ・実践のポイントを再確認する。  

2）支援におけるストレングス視点の重要性を体感する。  

★具体的な支援の「特効薬」が手に入るわけではありません。支援のポイントとなる、  

「現状のよい面・強さを見いだし、展望をひらいていくという視点」の大切さ、そういう  

視点からのとらえ直しの仕方を、共有できればと思います。   

＜教材＞  

・『自立支援の手引き』  

※厚生労働省社会・援護局保護課より、平成20年3月に、都道府県・指定都市・中  

核市本庁を通じて各実施機関に配布済み。  

『自立支援の手引き』は『生活保護自立支援の手引き』として中央法規出版より平  

成20年4月に出版。   

〈参考教材〉  

・研修用視覚教材（DVD）「心の扉をひら＜～生活保護に関する面接をよりよ＜するた  

めに′～」  

※厚生労働省社会・援護局保護課より、平成20年3月に、都道府県・指定都市・中  

核市本庁を通じて各実施機関に配布済み。  

今回のセミナーでは利用しませんが、是非ご一度ご覧ください。  
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2．流れ  

① チームづ＜り（自己紹介）   

自己紹介や、雰囲気をほぐすためのらよつとしたワーク（アイスフレーク）を通じ、   

一緒に研修に取り組むメンバー同士、お互いを知り合っていきます。  

② 自立支援の考え方・流れ・ポイントの確認。   

『自立支援の手引き』の内容等を参照しながら、自立支援の考え方や流れ、実践力   

を高める上でのポイントを確認します。  

③ リフレーミング演習  

自立支援のポイントのひとつ「ストレングス視点による状況のとらえ直し（リフレ  

ーミング）」を、実際に体感します。  

④ まとめ：研修を振り返って・‥  

・芋田の研修のまとめの時間です。  

・お互いに、学びあったことを振り返ってみます。  

3．チームつ＜り  

① 3人のチームをつくります。  

② 自己紹介をはじめてください。（時間：お一人1．5分で） ★まん中の方が進行役です   

1）所属・お名前  

2）仕事の内容（簡単に）  

3）オフの楽しみ（趣味や最近のマイブームなど）  

′～メモ′）  
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Pイスプレ⊥司  

①ケースワーカーとしてのご自身を、漢字一文字で表してみたら、どうなるでしょう  

か？（ケースワーカーではない方は、今、ケースワーカーに対して、どのようなイメー  

ジを持っていますか？）そしてその「こころ」は？（2分で記入）  

＜そのこころ（理由）は・・・＞  ＜漢字一文字＞   

② ①で書いたことを、チーム内で、わからあってください。 ★右端の方が進行役です  

そこから、どのようなケースワーカー像が浮かび上がってきましたか？  

＜チームのメンバーから出されたケースワーカーのイメージ＞  

経験年数が短い職員が多く、人事異動が激しい職場状況で、ケースワーカーの皆さんは、  

よりよい仕事をしようとがんばっておられます。また、多＜の世帯を担当し、困難な状況  

を抱えた世帯との関わりも求められる中で、ケースワーカー自身が、過重な負担を感じて、  

仕事をすることに意欲が持てず自信を失うような状況になることも少な＜ありません。大  
変な状況の中で、仕事の意義を見失わず、元気に実践を続けていくために、ケースワーカ  

ーをはじめ、支援にかかわる皆さん自身が、支えられることも重要です。   



4．自立支援の考え方・流れについて   

（む『自立支援の手引き』とは？  

これまで、全国どこの自治体でも活用できる、面接の場面におけるケースワーカーの  

態度・心構え・技法や被保護者への支援の進め方等を解説したものがなかったことか  

ら、各自治体の万の協力も得つつ、対人援助技術やケースワークに必要な基本項目を  

整理し、手引き（マニュアル）としてまとめたものです。  

また、第1編第2章第1節「面接」の項に書かれている内容を、具体的に理解するた  

めに、研修用視覚教材（D＞D）「心の扉をひら＜～生活保護に関する面接をよりよく  

するために′～」を制作しました。  

② 自立支援とは？  

自立支援とは、支援対象者が主体的に自立に向けて取り組むことを念頭に、支援対象  

者の意思を尊重して、支援対象者個々の状況に即した自立を自指して行う援助活動を  

意味しています。ケースワーカーは、支援対象者が自立に向かって努力することを側  

面から支援します。   

③ 生活保護における自立の考え方（おさらい）  

3つの自立：「日常生活自立」・「社会生活自立」・「京尤矧こよる自立」  

ポイントは、自立＝経済的な自立という一元的な考え方から離れて、支援対象者それ  

ぞれの自立を目指した支援を行うことです。  

→「自立阻害要因」から「自立に向けた課題」へ   

④ 自立支援のプロセス  

『自立支援の手引き』（8ページ）『生活保護自立支援の手引き』（10ページ）参照。  

面接から支援の終結までの流れを確認しておいてください。  
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5．自立支援を効果的に進めるためのポイント  

その1 支援対象者が主体的に「自立」に取り組むこと  

⇒・支援者（ケースワーカー）は、支援対象者が自立に向かって努力することを側面   

から支援します。  

・そのためには、「面接の心構えと技法」を習得して、支援対象者との関係づ＜り  

をすることが大切です。［★1］  

その2 ストレングスの視点を見いだし活かすこと  

⇒・支援対象者の持つ「強み」「よいところ」を見いだし、それを支援に生かせるよう  

に心掛けます。  

・そのためには、状況を多面的に把握する力が必要です。（アセスメントの実践力）  

・そして、把握したことを踏まえて、支援対象者やケースワーカーの置かれている  

状況、援助関係を、ストレングス視点からとらえ直すこと力てコツになります。  

（リフレーミングの実践力）［★2］  

その3 支援対象者の抱える課題に応じた支援方針・支援内容の決定  

⇒・課題に応じて具体的な支援の内容や実施手順を決定します。  乙  

・その際、支援内容によっては、具体的な支援期間（段階的な支援が必要な場合は、  

中期、長期の視点も含めて）・目標達成時期を決めることで、支援対象者・ケー  

スワーカー双方の自覚と意欲を喚起します。（プランニングの実践力）   

★1：「面接の心構えと技法」の習得による、支援対象者との関係つ＜り  

自立支援のプロセスでは、ケースワーカーは支援対象者と、よりよいパートナーシッ  

プを築いてい＜必要があります。「面接の心構えと技法」を習得することで、そのこと  

を、より効果的に実践することができます。  

『自立支援の手引き』（9～23ページ）『生活保護自立支援の手引き』（11～23ペ  

ージ）の第1編第2章第1節「面接」で、面接の目的、心構え（基本的態度）、技法につ  

いて、分かりやすく説明しています。参照してみてください。  

★2：ストレングス視点からの状況のとうえ直レ  

自立支援では、支援対象者自身が、自らの課題解決やよりよい生活の実現に向けて取  

り組んでいただく必要があります。そのために大切なのは、支援対象者が持つ、強さ   

やよいところを見いだしてい＜、「ストレングスの視点」を持つことです。ケースワー  

カーは、支援対象者の「いいところ探し」を積極的に行い、そこで見いだした強さや  

よいところを、支援対象者に伝えるとともに、支援に活かしていくことが求められて  

います。  

ストレングス視点とは・‥『自立支援の手引き』（11ページ）『生活保護自立支援の  

手引き』（12ページ）を参照します。   



なぜ、「ストレングスの視点」が必要なのでしょうか・・・。   

①「問題点・できないところ」ばかりを指摘されたときに、人は、物事に前向きに取  

り組む力を失っていくからです。それが続くと、自尊心を失ってしまいます。   

② 自尊心を失った状態に置かれると、人は誰かに対する怒りや反発をするところ  

に、エネルギーを使うようになることもあります。   

③ 人は、自分自身が弱い状態になっているときには、自分白身のよいところが見え  

ません。このため、支援する者がよいところを伝えていくことがとても大切なの  

です。   

④ 自分のよいところを認めてもらったり、がんばっていることに対して共感的に受  

けとめてもらえることで、人は物事をポジティプにとらえ、前進していく力が与  

えられます。また、自分で自分の強さを見いだすことが可能になります。   

⑤ このことは、支援対象者だけでなく、私たら、すべての人にあてはまることです。   

→ したがって、もし、皆さんのお仲間のケースウーカーが、しんどい思いをしてお  

り、辛い気持らでおられるとすれば、そのケースワーカーや、その置かれている  

状況を、「ストレンクス視点」でとらえ直し、強みやよいところを積極的に伝え  

ていくことが大切です。また、大変な状況にあることを共感的に受けとめ、具体  

的な言葉で「ねぎらう」ことも大事なのです。  

＜リフレーミング演習へ＞  
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6．「ストレングス視点」で状況をとらえ直すための「t」フレーミンク」演習  
「リフレーミング」とは、物事を「とらえ直す」ことです。ストレングス視点でのリフ   

レーミングに取り組んでみましょう。  

① ＜テーマ＞．あなたがかかわっている被保護世帯の中で、支援がうまくいってい  

ない・・・と感じる事例をひとつだけ思い出してください。その支援がうま＜いっ  

ていないと思う点を、書き出して＜ださい。（ケースワーカーではない方は、あなた  

がケースワーカーあるいは福祉事務所の職員とやりとりしたときに、困ったな・う  

ま＜い力＼ないなと感じた点を、書き出してください）  

（各自で・所要時間：3分間）  

② 報告者が①に書いた内容を、3公選でメンバーに報告します。  

★左端の方が進行役です   

③ 報告者以外のメンバーは、  

＜その1＞ まず、報告者をねぎらいます。（よい／よ＜ないと評価するのではなく、  

とにかくその状況を受け止め、ねぎらってください。）  

＜その2＞ その上で、報告された状況（ケースワーカーの状況、支援対象者の状況、そ  
の他報告内容にあるさまざまな状況のやりにくさ・困ったこと等）を、よい点・長所・で  

きていること・可能性などに置き換えて、報告者に伝えていきます。「それは、●●とい  

うことなので、うまくいっていないわけではないですよ。」「むしろ◎◎という点が、よ  

いと思いますよ。」というように、「全力で」、現状の「よさ」「強み」を探して、ご本  

人に伝えて＜ださい。 （4分）   

④ 報告者は、グループのメンバーが、とらえ直してくれた内容を、以下にメモします。  
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7．まとめ ～グループワークを振り返って～  

① 与団の演習を振り返って、あなたが学べたと思うことを以下に記入して＜ださい。  

② 「こんなケースワーカーになりたい」または「こんな気持ら・姿勢で生活保護の   

業務に携わりたい」という、現在の皆さんの思いを、漢字一文字で表してみたら、   

どうなるでしょうか？そしてその「こころ」は？  

＜漢字一文字＞  ＜そのこころ（理由）は・・・＞  

メンバーと、わからあってください。  

く＝＞  

く：：＝＝〉  
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